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(54)【発明の名称】 カメラ

(57)【要約】
【課題】カメラヘッド（内視鏡本体）の筒状突出部（保
持具）にケーブルのシールドを挿入し、前記筒状突出部
にケーブルの外皮部材を外嵌させることによって、ケー
ブルの接続部分を小さくするとともに、カメラヘッドを
小型化できるカメラを提供する。
【解決手段】指装着用内視鏡装置１０は、内視鏡本体２
０の密閉室４１の内部に、ＣＣＤ３２、ＬＥＤ３４、基
板３６、３７が収納配置される。基板３６、３７に接続
されるケーブル４５の先端は、編組シールド４１が保持
具４３に挿入され、外皮部材４２が保持具４３に外嵌さ
れて接続される。編組シールド４１と保持具４３は、半
田５３によって固定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  観察手段を有する気密構造のカメラヘッ
ドに、前記観察手段に接続される心線と、該心線を覆う
シールドと、該シールドを被覆する外皮部材とを備えた
ケーブルが接続されるカメラにおいて、
前記カメラヘッドに設けられた筒状突出部に前記シール
ドを挿入するとともに、該シールドと前記外皮部材とで
前記筒状突出部を挟持することによって、前記ケーブル
を前記カメラヘッドに気密的に接続することを特徴とす
るカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はカメラに係り、特
に、固体撮像素子等の観察手段を有するカメラヘッドに
ケーブルが接続された、指装着用内視鏡装置等のカメラ
に関する。
【０００２】
【従来の技術】指装着用内視鏡装置は、図８に示すよう
に、光学系１と、この光学系１による光学像を結像させ
る固体撮像素子２と、照明手段であるＬＥＤ３、３、…
とが設けられた内視鏡本体（カメラヘッドに相当）４を
備えており、該内視鏡本体４が指サック部材８を介して
術者の人指し指の先端に装着される。そして、内視鏡本
体４を先頭にして人指し指を体腔内所定の深さまで挿入
することによって体腔内の被検査部を撮像し、指を屈伸
させることによって撮像範囲を適宜変更する。このよう
な指装着用内視鏡装置は、使用後に薬液に浸漬し、洗
滌、消毒するため、固体撮像素子２やＬＥＤ３は、気密
性を有する密閉室５に収納配置され、防水構造に形成さ
れている。
【０００３】ところで、前記固体撮像素子２やＬＥＤ３
に接続されるケーブル６は、複数の心線６Ａ、６Ａ、…
を絶縁体を介して編組シールド６Ｂで覆い、さらに編組
シールド６Ｂを外皮部材６Ｃで被覆して構成される。ケ
ーブル６は、密閉室５に取り付けられた保持具７Ａに挿
通配置され、この保持具７Ａに気密保持部材７Ｂが装着
されて密閉室５の気密性が維持される。また、密閉室５
の内部のケーブル６にはＣリング９が取り付けられ、こ
れによって、ケーブル６が保持具７Ａから抜け落ちるこ
とが防止される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
指装着用内視鏡装置は、ケーブル６を外皮部材６Ｃごと
挿入するために保持具７Ａが太くなり、さらに、この保
持具７Ａに気密保持部材７Ｂを装着するため、ケーブル
６の接続部分全体が大きくなる欠点があった。ケーブル
６の接続部分が大きくなると、該接続部分が、指サック
部材８に挿入した術者の指に干渉し、指を屈曲させて操
作しにくいという問題が発生する。
【０００５】また、従来の指装着用内視鏡装置は、密閉
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室５の内部にＣリング９等の抜け止め手段を取り付ける
必要があり、密閉室５が大きく、内視鏡本体４も大きい
という欠点があった。
【０００６】本発明はこのような事情に鑑みてなされた
もので、ケーブルの接続部分を小さくするとともに、カ
メラヘッドを小型化できるカメラを提供することを目的
とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は前記目的を達成
するために、観察手段を有する気密構造のカメラヘッド
に、前記観察手段に接続される心線と、該心線を覆うシ
ールドと、該シールドを被覆する外皮部材とを備えたケ
ーブルが接続されるカメラにおいて、前記カメラヘッド
に設けられた筒状突出部に前記シールドを挿入するとと
もに、該シールドと前記外皮部材とで前記筒状突出部を
挟持することによって、前記ケーブルを前記カメラヘッ
ドに気密的に接続することを特徴としている。
【０００８】本発明によれば、カメラヘッドの筒状突出
部にケーブルのシールドを挿入し、筒状突出部に外皮部
材を外嵌させて、筒状突出部をシールドと外皮部材とで
挟持するようにしたので、外皮部材ごと挿入した従来例
に比べてケーブルの接続部を小さくすることができる。
また、ケーブルをカメラヘッドに気密的に接続するの
で、気密保持部材が不要になり、ケーブルの接続部をさ
らに小さくすることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
るカメラの好ましい実施の形態について詳説する。
【００１０】図１には、本発明を適用した指装着用内視
鏡装置１０が術者の右手１２に装着された状態が示され
ている。この指装着用内視鏡装置１０は、手袋１６及び
キャップ部材１８を、図２に示す内視鏡１４に装着して
構成される。
【００１１】手袋１６はラテックス等からなる透明のゴ
ム製であり、その人指し指部１６Ａの先端部には開口部
１５が形成されている。この開口部１５に、キャップ部
材１８が気密及び液密状態で接着されている。術者の人
指し指１２Ａに内視鏡１４を装着した状態で、右手１２
に手袋１６を装着すると、前記開口部１５から内視鏡１
４が突出される。この内視鏡１４にキャップ部材１８が
嵌合して装着される。なお、内視鏡１４が装着される指
部は、人指し指部１６Ａに限定されず、他の指部に内視
鏡１４を装着してもよい。
【００１２】キャップ部材１８は、アクリル又はガラス
等の透明部材で形成されている。また、キャップ部材１
８の前面には、図２に示す如く、窓１９が形成されてい
る。これにより、キャップ部材１８が装着された内視鏡
１４は、ＬＥＤ３４による被検査部の照明、及びＣＣＤ
３２による被検査部の撮像を前記窓を介して支障なく実
施することができる。
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【００１３】また、キャップ部材１８には、送気チュー
ブ１７の先端部が固定される孔１９Ａが形成され、孔１
９Ａに送気チューブ１７の先端部が固定されると、送気
チューブ１７の噴射口１７Ａから噴射される圧縮エアに
よって、窓１９が洗浄される。これにより鮮明な被検査
部の映像を常に得ることができる。
【００１４】送気チューブ１７は、図１に示すように術
者の左手２３で操作されるリーク弁２５を介してコンプ
レッサー２７に接続されている。よって、リーク弁２５
が閉塞操作されると、コンプレッサー２７からの圧縮エ
アが送気チューブ１７に供給されて図２の噴射口１７Ａ
から窓１９に向けて噴射される。なお、圧縮エアに代え
て洗浄水を供給してもよく、また、圧縮エア及び洗浄水
を切り換えて供給するようにしてもよい。
【００１５】一方、内視鏡１４は、図２に示すように、
先端部に内視鏡本体（カメラヘッドに相当）２０と、こ
の内視鏡本体２０の後端部に連結された指サック部材２
２とから構成されている。
【００１６】指サック部材２２は、略円筒状に形成され
るとともに、術者の右手人指し指１２Ａの第１関節を超
えた第２関節付近まで挿入可能な長さに形成されてい
る。また、指サック部材２２は、弾性変形可能な部材、
例えばポリウレタン等のプラスチックやエラストマで形
成されるとともに、その先端部に内視鏡本体２０が嵌入
されて保持される。
【００１７】内視鏡本体２０は、前面の中央部に観察窓
２６を備えている。観察窓２６を中心とする円周上には
照明窓２８が形成され、この照明窓２８にはリング状の
カバーガラス２９が嵌め込まれている。このカバーガラ
ス２９は、図３に示すように、照明窓２８に対して外径
基準で形成されている。即ち、カバーガラス２９の外円
２９Ａは、照明窓２８の外円２８Ａに合わせて精度良く
加工され、カバーガラス２９の内円２９Ｂは、照明窓２
８の内円２８Ｂよりも若干大きく形成されている。この
カバーガラス２９を照明窓２８に嵌め込むと、外円２９
Ａと外円２８Ａとが嵌合し、内円２９Ｂと内円２８Ｂと
の間に若干の隙間ｔが形成される。この隙間ｔには、図
２の接着剤３１が埋め込まれる。
【００１８】また、内視鏡本体２０の内部には、撮像レ
ンズを構成する光学系３０、撮像手段である固体撮像素
子（ＣＣＤ）３２、照明手段である白色発光ダイオード
（ＬＥＤ）３４、３４…及び基板３６、３７等が内蔵さ
れている。これらの光学系３０、ＣＣＤ３２、ＬＥＤ３
４、基板３６、３７等は防水する必要があるため、内視
鏡本体２０の密閉室３５に収納配置されている。密閉室
３５は、内視鏡本体２０の先端側を光学系３０とカバー
ガラス２９で閉塞するとともに、内視鏡本体２０の後端
側を背面部材４７で閉塞することによって形成される。
光学系３０と内視鏡本体２０との隙間にはシール剤４９
が充填され、また、背面部材４７と内視鏡本体２０との
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隙間にも図示しない接着剤が塗布される。これにより、
密閉室３５が気密及び液密に形成され、密閉室３５内の
光学系３０、ＣＣＤ３２、ＬＥＤ３４、基板３６、３７
が防水される。なお、密閉室３５の気密性及び液密性を
検査する際は、背面部材４７に嵌着された栓部材４８に
注射針を穿入し、密閉室３５に検査用気体を注入して行
われる。
【００１９】前記光学系３０は、観察窓２６に対応する
位置に配置され、レンズ鏡胴３８を介して内視鏡本体２
０に固定される。また、ＣＣＤ３２は、光学系３０の結
像位置に固定される。
【００２０】ＬＥＤ３４は、図４に示すように、光学系
３０に対して、二個一組として上下左右に一組ずつ配置
されるとともに、その照射方向が光学系３０の光軸３０
Ａ側に傾斜するように設置されている。即ち、光学系３
０の上側に配置された一組のＬＥＤ３４Ａ、３４Ｂは、
下向きに傾斜して照射するように設置され、光学系３０
の右側に配置された一組のＬＥＤ３４Ｃ、３４Ｄは、左
向きに傾斜して照射するように設置され、光学系３０の
上側に配置された一組のＬＥＤ３４Ｅ、３４Ｆは、上向
きに傾斜して照射するように設置され、光学系３０の左
側に配置された一組のＬＥＤ３４Ｇ、３４Ｈは、右向き
に傾斜して照射するように設置される。ここで、図２に
示すＬＥＤ３４の照射方向と光学系３０の光軸３０Ａと
の角度αは、例えば最短観察距離が４．５ｍｍの場合に
α＝１０°程度に設定される。
【００２１】前記基板３６はＬＥＤ基板、基板３７はＣ
ＣＤ基板であり、これらの基板３６、３７の所定の位置
に複数本の心線３９、３９…が半田によって接続されて
いる。これらの心線３９、３９…は、ＣＣＤ３２を駆動
するための電力を供給するもの、ＣＣＤ３２で光電変換
された電気信号を図１のプロセッサ部４０に送信するも
の、及び図２のＬＥＤ３４、３４…を駆動するための電
力を供給するものである。心線３９は、絶縁体（不図
示）を介して編組シールド４１に覆われ、編組シールド
４１は、不導体の外皮部材４２に被覆されている。心線
３９、編組シールド４１、外皮部材４２で構成されるケ
ーブル４５は、その先端部が保持具４３を介して内視鏡
本体２０に気密状態で接続されるとともに、その後端部
が図１のプロセッサ部４０に接続される。プロセッサ部
４０は、前記電気信号を映像信号に信号処理し、この映
像信号をモニタ４６に出力する。これにより、モニタ４
６に被検査部の映像が表示される。
【００２２】前記保持具４３は、金属によって略円筒状
に形成され、図５に示すように、背面部材４７に形成さ
れた取付孔４５Ａに嵌入されて、内視鏡本体２０に筒状
の突出部を形成している。保持具４３は、基端部に形成
された係合突起部４３Ａを背面部材４７の内側に係合さ
せるとともに、抜け止め用の金属リング５４を背面部材
４１の外側から保持具４３の溝４３Ｄに外嵌して固定さ
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れる。保持具４３の外周面には、全周にわたって凹条溝
４３Ｂが形成されており、この凹条溝４３ＢにＯリング
５０が嵌め込まれて、取付孔４５Ａと保持具４３との隙
間がシールされている。また、保持具４３の基端部に
は、全周にわたって突条部４３Ｃが形成されている。
【００２３】前記ケーブル４５は、編組シールド４１を
保持具４３に挿通するとともに、外皮部材４２を保持具
４３に外嵌して、内視鏡本体２０に接続される。保持具
４３に挿通した編組シールド４１は、半田５３によって
保持具４３に固定される。また、外皮部材４２は、糸５
１を複数回巻回し、その上に接着剤５２を塗布すること
によって固定される。これにより、ケーブル４５が保持
具４３に気密状態で接続され、密閉室３５の気密性が維
持される。なお、保持具４３の先端部に突条部４３Ｃが
形成されているので、外皮部材４２が保持具４３から脱
落することがない。
【００２４】次に、前記の如く構成された指装着用内視
鏡装置１０の使用方法について説明する。
【００２５】まず、内視鏡１４の指サック部材２２に、
術者の右手１２の人指し指１２Ａを挿入する。そして、
右手１２に手袋１６を装着すると、手袋１６の人指し指
部１６Ａの開口部１５から内視鏡１４の内視鏡本体２０
が図２の如く突出し、キャップ部材１８の凸条爪１８Ａ
に、内視鏡本体２０の凹条溝２１が嵌合し、キャップ部
材１８が内視鏡１４に装着される。以上で指装着用内視
鏡装置１０が術者の右手１２に図１の如く装着される。
【００２６】次に、診断を行う場合には、ＬＥＤ３４及
びＣＣＤ３２を駆動させ、キャップ部材１８を先頭にし
て体腔内所定の深さまで挿入し、体腔内の被検査部の撮
像を開始する。そして、指１２Ａを屈伸させることによ
り撮像範囲を適宜変更し、あらゆる部位の被検査部を撮
像する。
【００２７】そして、診断が終了すると、体腔内から指
装着用内視鏡装置を引き抜き、キャップ部材１８、手袋
１６、内視鏡本体２０を水、或いは薬液に浸漬して、洗
浄及び消毒する。このとき、ＬＥＤ３４、ＣＣＤ３２、
基板３６、３７等が防水性を有する密閉室３５に収納さ
れているので、洗浄や消毒に起因する不具合を防止でき
る。
【００２８】次に上記の如く構成された指装着用内視鏡
装置の作用について説明する。
【００２９】上記の如く構成された指装着用内視鏡装置
１０によれば、保持具４３にケーブル４５の編組シール
ド４１を挿入するので、外皮部材４２ごとを保持具４３
に挿入する従来例に比べて保持具４３が小さくなる。ま
た、外皮部材４２を保持具４３に外嵌させて密閉室３５
の気密性及び液密性を維持しているので、保持具４３に
気密保持部材を取り付ける必要がない。これにより、内
視鏡本体２０とケーブル４５との接続部分が小さくな
り、指サック部材２２に術者の指１２Ａを挿入しやすく
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なるとともに、指サック部材２２に挿入した指１２Ａを
屈曲しやすくなる。
【００３０】また、本実施の形態によれば、編組シール
ド４１と保持具４３とを半田５３で固着したので、ケー
ブル４５の先端部が基端部側（即ち、密閉室３５の外
側）に引っ張られてもケーブル４５が抜けず、心線３９
は断線しない。また、Ｃリング等の抜け止め手段を密閉
室３５の内部に配置しないので、密閉室３５を小さくで
き、内視鏡本体２０を小型化できる。
【００３１】さらに、本実施の形態は、ＬＥＤ３４を光
学系３０の光軸３０Ａ側に傾けて配置したので、図６
（Ａ）～図６（Ｃ）に示すように、観察位置までの距離
によらず、ムラなく照明することができる。
【００３２】図６は、本実施例におけるＬＥＤ３４の照
射範囲を模式的に示した図であり、図６（Ａ）は観察位
置が最遠点の場合、図６（Ｂ）は観察位置が中間位置の
場合、図６（Ｃ）は最短観察距離の場合を示している。
同図において、各円５６Ａ～５６Ｈはそれぞれ、図３の
各ＬＥＤ３４Ａ～３４Ｈによる照射範囲を示し、矩形５
７は、図１のモニタ４６による観察範囲を示している。
ここで、最遠点は、例えば、内視鏡本体２０の先端から
の距離Ｘ（図２参照）＝１７ｍｍに設定され、中間位置
はＸ＝９ｍｍ、最短観察距離はＸ＝４．５ｍｍに設定さ
れる。また、図７は、ＬＥＤ３４を光学系３０と平行に
配置した従来例におけるＬＥＤ３４の照射範囲の模式図
であり、図７（Ａ）、図７（Ｂ）、図７（Ｃ）はそれぞ
れ、図６（Ａ）、図６（Ｂ）、図６（Ｃ）に対応する。
【００３３】図７（Ａ）～図７（Ｃ）に示すように、Ｌ
ＥＤ３４が光軸３０Ａと平行に照射した場合、観察位置
が内視鏡本体２０に近づくにつれ、光軸３０Ａ付近が照
射されなくなる。特に、図７（Ｃ）に示す最短観察距離
では、光軸３０Ａ付近にＬＥＤ３４の照射光が到達せ
ず、モニタ４６で得られる観察像は、中央部付近が暗く
なる。
【００３４】これに対し、図６（Ａ）～図６（Ｃ）に示
す本実施例は、ＬＥＤ３４が光軸３０Ａ側に傾斜して照
射するので、観察像全体が均等に照射され、図６（Ｃ）
に示す最短観察距離の場合にも光軸３０Ａ付近に照射光
が到達する。したがって、本実施例では、モニタ４６で
得られる観察像全体がムラなく照明されるので、鮮明な
観察像を得ることができる。
【００３５】さらに、本実施の形態の指装着用内視鏡装
置１０は、カバーガラス２９を、照明窓２８に対して外
径基準で形成したので、カバーガラス２９のコストを削
減することができる。即ち、リング状のカバーガラス２
９は、外円２９Ａと内円２９Ｂとを同軸状に精度良く加
工すると、加工コストが高くなるという問題が発生する
ので、外側基準で加工すると、内円２９Ｂの加工誤差の
許容範囲が大きくなり、加工コストを削減できる。ま
た、外円２９Ａを基準として、カバーガラス２９を照明
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窓に嵌め込むため、カバーガラス２９の内円２９Ｂと内
視鏡本体２０の隙間に接着剤３１を充填する際、外円２
９Ａと内視鏡本体２０との隙間に充填するより充填範囲
が小さくでき、組立コストを削減できる。さらに、接着
剤３１を、レンズ鏡胴３８と内視鏡本体２０とをシール
剤として兼用できる。
【００３６】なお、上述した実施の形態では、ＬＥＤ３
４を二個一組として設置したが、これに限定するもので
はなく、各ＬＥＤ３４、３４、…を均等な間隔で光学系
３０の円周状に配置してもよい。
【００３７】また、本発明に係るカメラは、指装着用内
視鏡装置に限定されるものではなく、観察手段を有する
カメラヘッドにケーブルが接続されるカメラであれば適
用できる。例えば、小型の水中カメラ等にも適用するこ
ともできる。
【００３８】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係るカメラ
によれば、カメラヘッドの筒状突出部にケーブルのシー
ルドを挿入し、筒状突出部に外皮部材を外嵌させて、筒
状突出部をシールドと外皮部材とで挟持するようにした
ので、外皮部材ごと挿入した従来例に比べてケーブルの*
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*接続部を小さくすることができる。また、ケーブルをカ
メラヘッドに気密的に接続するので、気密保持部材が不
要になり、ケーブルの接続部をさらに小さくすることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の指装着用内視鏡装置が術
者の手に装着された状態を示す説明図
【図２】内視鏡の構造を示す断面図
【図３】カバーガラスと内視鏡本体の分解図
【図４】ＬＥＤの配置を示す正面図
【図５】ケーブルの接続構造を示す断面図
【図６】本実施例における照射範囲を示す模式図
【図７】図６に対応する従来例の照射範囲を示す模式図
【図８】従来装置の構造を示す断面図
【符号の説明】
１０…指装着用内視鏡装置、１４…内視鏡、１６…手
袋、２０…内視鏡本体、２２…指サック部材、３０…光
学系、３２…固体撮像素子（ＣＣＤ）、３４…発光ダイ
オード（ＬＥＤ）、３５…密閉室、３６、３７…基板、
３９…心線、４１…編組シールド、４２…外皮部材、４
５…ケーブル

【図１】 【図３】
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